
（別紙４）

～ 令和7年10月31日
（対象者数） 3人 （回答者数） 1人

～ 令和7年11月15日
（対象者数） 2人 （回答者数） 2人

～ 令和7年10月31日
（対象数） 2人 （回答数） 2人

○ 分析結果 令和8年3月10日

さらに充実を図るための取組等

1

・先生方との情報交換をより丁寧に行い、詳細な状況を把握
したうえで効果的な助言を適宜行う。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・スタッフの充実を進める。

2

3

○従業者評価実施期間 令和7年11月1日

○事業所名 宗像市障害児通園施設「のぞみ園（保育所等訪問支援）」

○保護者評価実施期間 令和7年10月15日
○保護者評価有効回答数

○従業者評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 令和7年10月15日
○訪問先施設評価有効回答数
○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月10日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

・多くの子どもたちの療育に関わってきた経験に基づいて、多
様な支援の在り方を助言できる。
・言語聴覚士、作業療法士、心理士、保育士など、複数の視点
から捉えた助言ができる。

・一人ひとりの子どもと園の実情に沿った対応を、園の先生方
と一緒に考え、園でできる方法を検討していく。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・運営体制に課題があり、必要と思われるケース全てには対応
できていない。

・園内の療育活動が優先されるため、訪問を担う専任的なス
タッフの配置ができていない。

事業所における自己評価総括表公表


